




























































































































1 研究趣旨

急速に進行している少産少子時代の背景として、女性の社会進出の伸長、それを促進する

男女雇用均等法案の成立、晩婚化傾向、子どもの養育・教育費の負担増や地価高騰に伴う

住宅費の急騰等住宅環境らの制約、共働家庭の急増が指摘されている。

このような中にあって、ひとたび乳幼児が有病状態になると母親の就労状態が著しく制約

され、その不安が次子出産等への抑制の一因ともなり、少子化時代に拍車をかけるといっ

た悪循環を生じていることも指摘されている。一方では、育児休業法案の成立等、育児と

安定した就労保障に向けての流れもみられるが、現実には経済的・社会的側面を含めてそ

れほどの効果を期待ができない現状にあると思われる。

その一方では、保育所に預けられている児が疾病に罹患した際に、その児を受け入れる「病

児保育(病児デイケア)」をすでに長く実践している保育室(所)も存在しており、すでに述

べた母親をとりまくこれらの状況に対してそれなりの補完的機能を果たしているのも事実

である。

以上の観点から厚生省心身障害研究「小児有病児ケアに関する研究」においては、乳幼児

が有病状態になった際の母子支援策の一つとして、地域におけるケアのあり方について検

討しようとするものである。

今回の報告においては、これらの実践を行っているいわゆる病児保育室 14 施設を対象と

してその実態を明らかにするものである。


